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委託内容
なし

事業開催事業数 5

0

2,807

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区内知的障害特別支援学級在籍児童・生徒

昭和

年度

事業区分

教育

平成２９年度　事務事業評価シート

学校教育法施行規則根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
5

小・中学校知的障害学級に在籍する児童・生徒合同による運動会、学芸会等を通じて子供達の交流を深め、また、より大き
な集団での活動を通して創造力、表現力、身辺処理能力を高め社会性の育成、向上を図る。

985

0

6

・（宿泊行事）緊急治療委託
・荷物運搬委託

一部委託

・小・中学校知的障害学級合同行事として、運動会、学芸会、作品展を行う。
・小学校４～６学年においては、宿泊訓練を行い移動教室等に備えるとともに、児童間の交流を図る。
・中学校においては、卒業を祝い励ます会を開き、義務教育を修了して次の進路へ旅立つ生徒を、教育委員会、設置校長、
担任等が一堂に会して、激励する。
・平成28年度は柏葉中学校知的障害学級の参加する江東七区球技大会の幹事区であったため、開催事業数と参加人数に
当該事業分を含むものである。

補助金の有無

事業対象

事務事業名 特別支援学級総合行事

　

学務課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

法令（義務） 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

3,280

0

0

1,199

0

3,567

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

4,767

4,767

215

3,459

0

3,280

平成28年度は柏葉中学校特別支援学級の参加する江東七区球技大会の幹事区として、学校と協力の下大会運営を
行った。運営に当たっては、前年度幹事区の予算執行額に比べコストを抑え効率的に実施できた。

0

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

特別支援学級に在籍する児童・生徒にとって、より大きな集団行動を通して、自己の能力を発
揮する良い機会であるため、引き続き維持していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

法令等の定めにより区が実施する必要がある。特別支援学級に在籍する児童・生徒が、自己のペースで能
力を表現できる機会として、また、保護者をはじめとする参観者に子どもの状態や特別支援学級の様子につ
いて理解・啓発をする機会として必要である。

維持

評
価
結
果

特別支援学級の児童・生徒が交流し日頃の学習の成果を発揮することで、保護者や区民への理解啓発の役
割を果たしている。

4 毎年実施の各事業についても、最小限の経費で着実に成果を上げている。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

473

473

成果指標
参加人数

2,975　人にかかるコスト（人件費など）

江東七区球技大会幹事区として、例年以下のコストで大会を実施した。

96.9

252

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 3,459

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

5

98.0 98.4％

251

484

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

人

　決算額　　(単位：千円) 484

参加率

252


